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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月6日(2013.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ＶＥＧＦ受容体１タンパク質に由来するアミノ酸配列を含み、かつ細胞傷害性Ｔ
細胞を誘導する活性を有するペプチドであるペプチドのうちの少なくとも１種類、または
それをコードするポリヌクレオチドを有効成分として含む、ヒト脈絡膜における新血管新
生に起因する疾患（新生血管黄斑症）を治療および／または予防するための薬学的組成物
であって、上記の（ａ）のペプチドが以下の（ｉ）および（ｉｉ）のペプチドからなる群
より選択される、薬学的組成物：
（ｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～４からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちのいず
れか１つを含む１５アミノ酸未満のペプチド；
（ｉｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～４からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちのい
ずれか１つにおいて１つまたは複数のアミノ酸置換、欠失、付加、および／または挿入を
有するアミノ酸配列を含む１５アミノ酸未満のペプチド。
【請求項２】
　上記の（ｉｉ）のペプチドが以下の（１）～（６）のペプチドのうちのいずれか１つで
ある、請求項１記載の薬学的組成物：
（１）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目の
アミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変されたペプチド；



(2) JP 2012-529423 A5 2013.7.25

（２）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバ
リンまたはロイシンに改変されたペプチド；
（３）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目の
アミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のい
ずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバリンまたはロイシンに改変されたペプチ
ド；
（４）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＮ末端から２番目のアミノ酸がフェニル
アラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変されたペプチド；
（５）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がフェニルアラニン、ロ
イシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改変されたペプチド；およ
び
（６）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＮ末端から２番目のアミノ酸がフェニル
アラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ
　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がフェニルアラニン、ロイシン、イソロイシ
ン、トリプトファン、またはメチオニンに改変されたペプチド。
【請求項３】
　（ｂ）ＶＥＧＦ受容体２タンパク質に由来するアミノ酸配列を含み、かつ細胞傷害性Ｔ
細胞を誘導する活性を有するペプチドであるペプチドのうちの少なくとも１種類をさらに
含む、請求項１または２記載の薬学的組成物であって、上記の（ｂ）のペプチドが以下の
（ｉ）および（ｉｉ）からなる群より選択される、請求項１または２記載の薬学的組成物
：
（ｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１７からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちのい
ずれか１つを含む１５アミノ酸未満のペプチド；および
（ｉｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１７からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちの
いずれか１つにおいて１つまたは複数のアミノ酸置換、欠失、付加、および／または挿入
を有するアミノ酸配列を含む１５アミノ酸未満のペプチド。
【請求項４】
　上記の（ｉｉ）のペプチドが以下の（１）～（６）のペプチドのうちのいずれか１つで
ある、請求項３記載の薬学的組成物：
（１）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番
目のアミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変されたペプチド；
（２）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸
がバリンまたはロイシンに改変されたペプチド；
（３）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番
目のアミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～
１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバリンまたはロイシンに改変され
たペプチド；
（４）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目
のアミノ酸がフェニルアラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変さ
れたペプチド；
（５）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸が
フェニルアラニン、ロイシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改変
されたペプチド；および
（６）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目
のアミノ酸がフェニルアラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変さ
れ、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸
がフェニルアラニン、ロイシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改
変されたペプチド。
【請求項５】
　脈絡膜における新血管新生に起因する疾患（新生血管黄斑症）が、滲出性加齢性黄斑変
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性症、近視性黄斑変性症、網膜色素線条症、中心性滲出性網脈絡膜症、種々の網膜色素上
皮症、脈絡膜萎縮症、コロイデレミア、および脈絡膜骨腫より選択される、請求項１～４
のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項６】
　ＨＬＡ抗原がＨＬＡ－Ａ０２またはＨＬＡ－Ａ２４である対象に対して投与される、請
求項１～５のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項７】
　（ａ）ＶＥＧＦ受容体１タンパク質に由来するアミノ酸配列を含み、かつ細胞傷害性Ｔ
細胞を誘導する活性を有するペプチド、であるペプチドのうちの少なくとも１種類、また
はそれをコードするポリヌクレオチドを有効成分として含む、ヒト脈絡膜における新血管
新生に起因する疾患（新生血管黄斑症）を治療および／または予防するためのワクチンで
あって、上記の（ａ）のペプチドが以下の（ｉ）および（ｉｉ）のペプチドからなる群よ
り選択される、ワクチン：
（ｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～４からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちのいず
れか１つを含む１５アミノ酸未満のペプチド；および
（ｉｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～４からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちのい
ずれか１つにおいて１つまたは複数のアミノ酸置換、欠失、付加、および／または挿入を
有するアミノ酸配列を含む１５アミノ酸未満のペプチド。
【請求項８】
　上記の（ｉｉ）のペプチドが以下の（１）～（６）のペプチドのうちのいずれか１つで
ある、請求項７記載のワクチン：
（１）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目の
アミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変されたペプチド；
（２）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバ
リンまたはロイシンに改変されたペプチド；
（３）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目の
アミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のい
ずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバリンまたはロイシンに改変されたペプチ
ド；
（４）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＮ末端から２番目のアミノ酸がフェニル
アラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変されたペプチド；
（５）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がフェニルアラニン、ロ
イシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改変されたペプチド；およ
び
（６）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＮ末端から２番目のアミノ酸がフェニル
アラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ
　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がフェニルアラニン、ロイシン、イソロイシ
ン、トリプトファン、またはメチオニンに改変されたペプチド。
【請求項９】
　（ｂ）ＶＥＧＦ受容体２タンパク質に由来するアミノ酸配列を含み、かつ細胞傷害性Ｔ
細胞を誘導する活性を有するペプチド、であるペプチドのうちの少なくとも１種類をさら
に含む、請求項７または８のワクチンであって、上記の（ｂ）のペプチドが以下の（ｉ）
および（ｉｉ）からなる群より選択される、請求項７または８記載のワクチン：
（ｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１７のうちのいずれか１つのアミノ酸配列を含む１５ア
ミノ酸未満のペプチド；および
（ｉｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１７からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちの
いずれか１つにおいて１つまたは複数のアミノ酸置換、欠失、付加、および／または挿入
を有するアミノ酸配列を含む１５アミノ酸未満のペプチド。
【請求項１０】
　上記の（ｉｉ）のペプチドが以下の（１）～（６）のペプチドのうちのいずれか１つで
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ある、請求項９記載のワクチン：
（１）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番
目のアミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変されたペプチド；
（２）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸
がバリンまたはロイシンに改変されたペプチド；
（３）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番
目のアミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～
１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバリンまたはロイシンに改変され
たペプチド；
（４）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目
のアミノ酸がフェニルアラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変さ
れたペプチド；
（５）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸が
フェニルアラニン、ロイシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改変
されたペプチド；および
（６）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目
のアミノ酸がフェニルアラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変さ
れ、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸
がフェニルアラニン、ロイシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改
変されたペプチド。
【請求項１１】
　脈絡膜における新血管新生に起因する疾患（新生血管黄斑症）が、滲出性加齢性黄斑変
性症、近視性黄斑変性症、網膜色素線条症、中心性滲出性網脈絡膜症、種々の網膜色素上
皮症、脈絡膜萎縮症、コロイデレミア、および脈絡膜骨腫より選択される、請求項７～１
０のいずれか一項記載のワクチン。
【請求項１２】
　ＨＬＡ抗原がＨＬＡ－Ａ０２またはＨＬＡ－Ａ２４である対象に対して投与される、請
求項７～１１のいずれか一項記載のワクチン。
【請求項１３】
　（ａ）ＶＥＧＦ受容体１タンパク質に由来するアミノ酸配列を含み、かつ細胞傷害性Ｔ
細胞を誘導する活性を有するペプチド、であるペプチドのうちの少なくとも１種類、また
はそれをコードするポリヌクレオチドを有効成分として含む、ヒト脈絡膜における新血管
新生を阻害するための薬学的組成物であって、上記の（ａ）のペプチドが以下の（ｉ）お
よび（ｉｉ）のペプチドからなる群より選択される、薬学的組成物：
（ｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～４からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちのいず
れか１つを含む１５アミノ酸未満のペプチド；および
（ｉｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～４からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちのい
ずれか１つにおいて１つまたは複数のアミノ酸置換、欠失、付加、および／または挿入を
有するアミノ酸配列を含む１５アミノ酸未満のペプチド。
【請求項１４】
　上記の（ｉｉ）のペプチドが以下の（１）～（６）のペプチドのうちのいずれか１つで
ある、請求項１３記載の薬学的組成物：
（１）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目の
アミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変されたペプチド；
（２）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバ
リンまたはロイシンに改変されたペプチド；
（３）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目の
アミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のい
ずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバリンまたはロイシンに改変されたペプチ
ド；
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（４）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＮ末端から２番目のアミノ酸がフェニル
アラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変されたペプチド；
（５）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がフェニルアラニン、ロ
イシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改変されたペプチド；およ
び
（６）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＮ末端から２番目のアミノ酸がフェニル
アラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ
　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がフェニルアラニン、ロイシン、イソロイシ
ン、トリプトファン、またはメチオニンに改変されたペプチド。
【請求項１５】
　（ｂ）ＶＥＧＦ受容体２タンパク質に由来するアミノ酸配列を含み、かつ細胞傷害性Ｔ
細胞を誘導する活性を有するペプチド、であるペプチドのうちの少なくとも１種類をさら
に含む、請求項１３または１４記載の薬学的組成物であって、上記の（ｂ）のペプチドが
以下の（ｉ）および（ｉｉ）からなる群より選択される、請求項１３または１４記載の薬
学的組成物：
（ｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１７のうちのいずれか１つのアミノ酸配列を含む１５ア
ミノ酸未満のペプチド；および
（ｉｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１７からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちの
いずれか１つにおいて１つまたは複数のアミノ酸置換、欠失、付加、および／または挿入
を有するアミノ酸配列を含む１５アミノ酸未満のペプチド。
【請求項１６】
　上記の（ｉｉ）のペプチドが以下の（１）～（６）のペプチドのうちのいずれか１つで
ある、請求項１５記載の薬学的組成物：
（１）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番
目のアミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変されたペプチド；
（２）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸
がバリンまたはロイシンに改変されたペプチド；
（３）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番
目のアミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～
１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバリンまたはロイシンに改変され
たペプチド；
（４）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目
のアミノ酸がフェニルアラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変さ
れたペプチド；
（５）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸が
フェニルアラニン、ロイシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改変
されたペプチド；および
（６）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目
のアミノ酸がフェニルアラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変さ
れ、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸
がフェニルアラニン、ロイシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改
変されたペプチド。
【請求項１７】
　ＨＬＡ抗原がＨＬＡ－Ａ０２またはＨＬＡ－Ａ２４である対象に対して投与される、請
求項１３～１６のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項１８】
　（ａ）ＶＥＧＦ受容体１タンパク質に由来するアミノ酸配列を含み、かつ細胞傷害性Ｔ
細胞を誘導する活性を有するペプチド、であるペプチドのうちの少なくとも１種類、また
はそれをコードするポリヌクレオチドを有効成分として含む、ヒト脈絡膜における新血管
新生を阻害するためのワクチンであって、上記の（ａ）のペプチドが以下の（ｉ）および
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（ｉｉ）のペプチドからなる群より選択される、ワクチン：
（ｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～４からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちのいず
れか１つを含む１５アミノ酸未満のペプチド；および
（ｉｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～４からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちのい
ずれか１つにおいて１つまたは複数のアミノ酸置換、欠失、付加、および／または挿入を
有するアミノ酸配列を含む１５アミノ酸未満のペプチド。
【請求項１９】
　上記の（ｉｉ）のペプチドが以下の（１）～（６）のペプチドのうちのいずれか１つで
ある、請求項１８記載のワクチン：
（１）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目の
アミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変されたペプチド；
（２）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバ
リンまたはロイシンに改変されたペプチド；
（３）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目の
アミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のい
ずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバリンまたはロイシンに改変されたペプチ
ド；
（４）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＮ末端から２番目のアミノ酸がフェニル
アラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変されたペプチド；
（５）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がフェニルアラニン、ロ
イシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改変されたペプチド；およ
び
（６）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＮ末端から２番目のアミノ酸がフェニル
アラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ
　ＮＯ：４のアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がフェニルアラニン、ロイシン、イソロイシ
ン、トリプトファン、またはメチオニンに改変されたペプチド。
【請求項２０】
　（ｂ）ＶＥＧＦ受容体２タンパク質に由来するアミノ酸配列を含み、かつ細胞傷害性Ｔ
細胞を誘導する活性を有するペプチド、であるペプチドのうちの少なくとも１種類をさら
に含む、請求項１８または１９のいずれか一項記載のワクチンであって、上記の（ｂ）の
ペプチドが以下の（ｉ）および（ｉｉ）のペプチドからなる群より選択される、請求項１
８または１９記載のワクチン：
（ｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１７のうちのいずれか１つのアミノ酸配列を含む１５ア
ミノ酸未満のペプチド；および
（ｉｉ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１７からなる群より選択されるアミノ酸配列のうちの
いずれか１つにおいて１つまたは複数のアミノ酸置換、欠失、付加、および／または挿入
を有するアミノ酸配列を含む１５アミノ酸未満のペプチド。
【請求項２１】
　上記の（ｉｉ）のペプチドが以下の（１）～（６）のペプチドのうちのいずれか１つで
ある、請求項２０記載のワクチン：
（１）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番
目のアミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変されたペプチド；
（２）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸
がバリンまたはロイシンに改変されたペプチド；
（３）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番
目のアミノ酸がロイシンまたはメチオニンに改変され、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～
１７のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸がバリンまたはロイシンに改変され
たペプチド；
（４）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目
のアミノ酸がフェニルアラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変さ
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れたペプチド；
（５）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸が
フェニルアラニン、ロイシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改変
されたペプチド；および
（６）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＮ末端から２番目
のアミノ酸がフェニルアラニン、チロシン、メチオニン、またはトリプトファンに改変さ
れ、かつＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５～１０のいずれか１つのアミノ酸配列のＣ末端アミノ酸
がフェニルアラニン、ロイシン、イソロイシン、トリプトファン、またはメチオニンに改
変されたペプチド。
【請求項２２】
　ＨＬＡ抗原がＨＬＡ－Ａ０２またはＨＬＡ－Ａ２４である対象に対して投与される、請
求項１８～２１のいずれか一項記載のワクチン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　さらに、そのようなＶＥＧＦＲ－２ペプチドの好ましい例には、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：
５～１０のうちのいずれか１つのアミノ酸配列内で、Ｎ末端から２番目のアミノ酸がフェ
ニルアラニン、チロシン、メチオニン、もしくはトリプトファンに改変され、かつ／また
はＣ末端アミノ酸がフェニルアラニン、ロイシン、イソロイシン、トリプトファン、もし
くはメチオニンに改変されているペプチドが含まれる。一方、ＨＬＡ－０２結合親和性が
高いペプチドは、ペプチドのＮ末端から２番目のアミノ酸がロイシンまたはメチオニンで
あり、かつＣ末端アミノ酸がバリンまたはロイシンであるペプチドであることが知られて
いる。したがって、ＨＬＡ－０２型ＨＬＡ抗原を保有する対象に投与するための薬学的組
成物またはワクチン中に含めるべきペプチドとして、Ｎ末端から２番目のアミノ酸がロイ
シンもしくはメチオニンであり、かつ／またはＣ末端アミノ酸がバリンもしくはロイシン
であるペプチドを選択することができる。あるいは、得られたペプチドのＮ末端から２番
目のアミノ酸をロイシンまたはメチオニンに改変することができ、およびＣ末端アミノ酸
をバリンまたはロイシンに改変することができる。そのようなＶＥＧＦＲ－１ペプチドの
好ましい例には、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～３のうちのいずれか１つのアミノ酸配列内で
、Ｎ末端から２番目のアミノ酸がロイシンもしくはメチオニンに改変され、かつ／または
Ｃ末端アミノ酸がバリンもしくはロイシンに改変されているペプチドが含まれる。ＨＬＡ
－０２型のための改変ＶＥＧＦＲ－２ペプチドの例は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１～１７
のアミノ酸配列を含むペプチドである。
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